
あどぼ・してぃずんプロジェクト ２０２４年度活動報告 
（２０２４年４月１日〜２０２５年３月３１日） 

（２０２６年６月２５日 定期総会議決） 
番号 事業名・報告 

1 Ø あどぼを紡ぐ研究会２０２４の開催 

８／２４（土）、９／２１（土）、１０／２７（日）、１１／１６（土）の全４回行い、「アドボカシーと

市民社会の未来を展望する」成果文書の内容・形式について、議論を深めた。 
2 Ø 「アドボカシーと市民社会の未来を展望する」成果文書の取りまとめ 

３／２２（土）、事業３、４の席上、ビジョン文書「アドボカシーと市民社会の未来を展望す

る ～ポスト２０３０（SDGs）時代の地域、世界、わたしたちを見すえて～」の第３章（ビジョ

ン部分）案を発表し、同席上での議論に付し、それを受けて、次年度に完成に向けての

作成作業を託した。 
3 Ø あどぼ・してぃずんプロジェクト オープン・フォーラム 

３／２２（土）、シンポジウム「アドボカシーと市民社会の未来を展望する 〜ポスト２０３０

（SDGs）時代の地域、世界、わたしたちを見すえて〜」として連合会館４階４０２会議室

会議室にて２２名の参加を得て開催し、事業２のビジョン文書案をきっかけに、掲題のテ

ーマについて議論や視点・論点の共有を深めた。 
4 Ø あどぼのプラットフォーム会合２０２４ 

事業３に続いて、３／２２（土）〜２３（日）にアジア太平洋資料センター（PARC）会議室で

２２名の参加を得て開催し、事業３を踏まえて、今後のビジョン文書の完成に向けて議論

を深めたほか、ビジョン文書を実現していくためのアイディア出しや、各地のアドボカシ

ー活動に関わる情報交換などを行った。 
5 Ø 「あどぼのすごろく」の普及・活用の促進 

特に報告すべき活動は行われなかった。 
6 Ø 情報発信と情報共有の継続 

あどぼ・してぃずんプロジェクトのウェブサイト、Facebook ページ、関係メーリングリスト等

を通じた情報発信と Slack を使った情報共有を継続した。 
7 Ø 資金調達 

事業２、３、４について、大竹財団から５０万円の資金助成を得た。 

8 Ø その他 

各事業を通じて、各所で展開されている各種アドボカシー活動の情報を収集し、緩やか

なネットワークを構築する活動を継続的に行った。 

 


